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5 月 26 日には東京アカデミー長崎校

の御協力により「教職教養」学習会を開

催、43 人が参加しました。また、参加者

の要望にお応えする形で、7 月 7 日には

急遽初めての「一般教養」学習会を開催

しました。29 人の参加でした。どちらの学

習会も大変好評で、8 月に高教組新聞が

好評だった学習会 

参加者の感想より 
 【講義について】 

○直前にポイントを教えていだだけて

良かったです。自学ではわからない効

率のよい方法を学べて充実した時間で

した。 

○要点を絞った講義はとてもわかりや

すく、また苦手としていたところの解

説があり、理解できたので良かったで

す。ありがとうございました。 

○数学はていねいな解説があり、自分

なりに理解することができた。英語は

新たに出題される可能性のある出題形

式を勉強したい。時事の資料は最終チ

ェックに活用したい。お世話になりま

した。 

○直前と言うこともあり、本当に出題

頻度の高いものをポイントを押さえて

演習、解説をしてくださり、参加して

良かったなと思いました。 

○試験直前に長崎県の傾向、ポイント

が分かり良かったと思います。 

7 月 7 日 
「一般教養」学習会 
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計画している２次対策学習会にも参加し

たいという声が多く聞かれました。 

採用試験まであとわずかです。皆様が

万全の体制で１次試験を突破され、採用

試験に合格されることを心より願っており

ます。健闘を祈ります。 

【受験者が集まる機会について】 

○自分自身の勉強不足を実感させられ

ました。他にも「これだけ一緒に受け

る方がいるのか」と改めて身が引き締

まる思いになりました。 

○普段一人で勉強しているので、他の

受験者の方の頑張る姿を見ると、さら

にやる気が出て良い刺激となった。 

○なかなか独学ではモチベーションを

保つのが大変です。このような会を開

いていただき、改めて試験への姿勢を

整えることができました。 

○周りも同じ目標を持った人たちです

から、自分も負けないようにしないと

いけないと感じた。 

○自分と同じ立場の先生方がたくさん

おられ、頑張っている姿を見て、頑張

ろうと意欲が湧いた。 

○教員採用試験に向けて勉強している

他校の先生方とふれあう機会が出来

て、良い刺激になりました。 

5 月 26 日 
「教職教養」学習会 
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 長崎高教組は 

教員採用試験を目指す 

皆さんを応援します 

8 月 25 日・26 日 
２次試験対策学習会 
 

面接 

小論文 



  

○私たちの労働条件など見えない部

分でご苦労があると思います。無く

てはならないものだと思います。 

○大切なことだと思う。 

○まだ明確な考えを持てていませ

ん。 

○教職員の労働条件の質向上に向け

てご尽力なさっているように思いま

す。 

○教採試験対策に協力してくださっ

てありがたいです。どのような活動

を行っているのか、少し興味をもっ

た。 

○教員の立場や職場環境など良くし

ていこうという取り組みをされてい

ると思います。 

○今日はじめに説明していただき、

仕組みがわかってきました。いつも

広報の資料を配布していただいてい

るので、働きやすい環境のために努

力されているのだと思います。 

○教員が働きやすい職場環境をつく

るため、必要な組織だと思うし、自

分もできることは協力していきた

い。 

○他校の先生方と意見交換を行った

り、勉強会で学びあったりできるの

はとても良いことだと思う。また、

高教組、労働組合をどのように考えていますか？ 
 

「弱い立場にある人をみんなで

協力して助ける」これが労働組合の

原点です。皆さんの職場で困っている

こと、要望があれば、是非、職場代表

（分会長）または高教組本部まで電話

でもメールでも結構です。ご連絡くださ

い。 

「自主的な学習会（教育研究集

会）」が教職員組合のもう一つの柱で

す。秋には若手教職員のための学習

会と交流会を計画します。その時は

職場で困ったことや要望があれば高教組まで 
 

 
学習会の開会にあたり、森文明

副委員長が「組合とは」、「組合

の役員とは」、「組合は何をやっ

ているのか」などを自分の経験

を交えてわかりやすく説明を行

いました。組合が行っている、

「期限付き教員を減らし正規採

用を増やす県との交渉」や「学

習会（教育研究集会）」を大切に

していることなどの話は、興味を

もって聞いていただけたのでは

ないかと思っています。 

開会前の森副委員長のあいさつ 
 

高まる高教組への期待 

長崎県教育現場がより良くなるように

活動されているので、署名など貢献で

きたらと思う。 

○組合のみなさんの活動により、私の

ような期限付き講師の労働条件が見直

され、感謝しております。ありがとう

ございます。 

○恥ずかしいですが、正直高教組や労

働組合がどのようなものであるかよく

分かっていませんでした。今日の開会

のあいさつで、組合について少しは理

解できたので、正採用になったとき

は、是非加入したいと思いました。 

○正規採用を増加したいとの意見には

私は賛成です。私の実感では現場は人

が足りません。一人の人に仕事が集中

し、見ていてい可哀想に感じます。 

○葉書をいただいたり、話を伺ったり

して、教員が仕事しやすい環境を作っ

てくださっていると思います。 

○どのような活動をしているのか知ら

ないので、考えたことがありません。 

○必要な組織だと思いますが、今は加

入している先生方も少ないので、あま

り考えたことがありません。このよう

な会を開いていただいてとてもありが

たいですし、今後よく考えてみたいで

す。ありがとうございました。 

案内をいたしますので、是非ご参加くだ

さい。 

 高教組の活動はホームページやフェ

イスブック、ブログで見ることができま

す。学習会などの情報もいち早く知るこ

とができます。まずは長崎高教組で

検索してみてください。 

 2 次試験対策学習会、8 月 25 日・26
日にお会いできることを楽しみにしてお

ります。採用試験の健闘を祈ります。 
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